
遠野市監査委員告示第 12 号       

令 和 ２ 年 1 2 月 2 3 日 

 

 

地方自治法第 199 条第４項の規定に基づく定期監査を実施したので、同条第９項の規定

により、その結果を別紙のとおり公表します。 

 

 

                  遠野市監査委員  佐 藤 サヨ子 

                遠野市監査委員  佐々木 資 光 
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令和２年度定期監査結果報告書（前期） 

 

１ 監査の期日・場所及び対象 

地方自治法第 199 条第４項の規定に基づく標記の監査について、下表のとおり 30 課等を対

象に対象課等の事務室等において、実地監査を令和２年 10 月 23 日から 11 月９日までにおけ

る延べ６日間及び共通事項のみの監査を令和２年 11 月 10 日から 11 月 19 日までの６日間、延べ

12 日間実施した。 

期 日 対  象  課  等 

10 月 23 日 綾織地区センター※、遠野中学校、松崎地区センター※ 

10 月 26 日 遠野東中学校、上郷地区センター※、上郷小学校 

10 月 28 日 遠野小学校、市史編さん室、こども本の森構想推進室、遠野地区センター※ 

10 月 30 日 総務課、議会事務局、管財担当 

11 月４日 宮守地区センター※、鱒沢地区センター※、達曽部地区センター※、宮守総合

支所、小友地区センター※ 

11 月９日 附馬牛小学校、附馬牛地区センター※、土淵小学校、青笹小学校、青笹地区セ

ンター※ 

※ 
政策担当、財政担当、会計課、選挙管理委員会事務局、農業委員会事務局、中

央診療所、学校給食センター（総合食育課分を含む） 

※ 各地区センター、政策担当、財政担当、会計課、選挙管理委員会事務局、農業委員会事務

局、中央診療所及び学校給食センターについては、共通事項のみを対象に書類の提出を求め、

対象課等の事務室、監査委員事務局事務室等において監査した。また、各地区センターにつ

いては、地区センターの指定管理者制度移行又は地域団体による地区センター業務の受託に

係る進捗状況等を併せて聴取した。 

２ 監査の内容 

  令和２年度における財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理。 

３ 監査の手順、着眼点等 

(1) 事前に監査対象項目に係る関係書類等の提出を求め、その内容について照合確認すると

ともに必要に応じて関係職員から説明を聴取して実施した。 

(2) 上記１の表中「※」を付したものを除く対象課等が所管する事務事業から予算規模や過去

の監査実施状況等に基づき抽出した延べ８つの事務事業について、財務に関する事務の執

行及び経営に係る事業の管理が法令等に基づき適正に行われているかを主眼とし、経済性、

効率性及び有効性の視点に留意し、合理的かつ効率的に行われているかについて監査した。 

(3）すべての対象課等について、共通事項として次の５項目を監査した。 

ア 各課等で該当する分担金、負担金、使用料、手数料及び諸収入 

イ 現金等の保管状況 

ウ 郵便切手類の保管及び受払 

エ 物品の管理及び出納 

オ 車両の運行管理 
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４ 監査の結果 

対象課等で所管する事務事業から抽出したものに係る予算執行及び事務執行並びに共通事

項を監査した結果は、おおむね適正に手続きが行われていた。事業の内容及び改善を望む事項

等については、監査対象ごとの「意見・要望」に記載した。 

なお、事務処理における書類上の軽微な不備等については、その都度関係職員に対して口頭

で改善を指導したので記述を省略する。 

  監査対象事業別及び共通事項の監査の結果については、次のとおりである。 

 

監  査  結  果 

 

【所管事務の執行状況及び意見】 

１ 市史編さん室 

所管事務は、遠野市史の編さんに関すること、市史編さん講座に関すること、古文書講座に

関すること等である。 

○遠野市史編さん事業費 

〔指摘事項〕 

  特になし 

 〔意見・要望〕 

遠野市史編さん事業については、歴史的資料の散逸・途絶を防ぐため調査・収集をし、その

適正な保存管理及びその資料に基づく歴史的事実を後世へ伝承することを目的に、関係者の丹

念な作業の下、計画的に進められていた。歴史資料に馴染みがない市民でも親しみやすい内容

として、工夫を凝らした編集に努めていた。 

なお、印刷製本業務発注に係る事務では、詳細かつより適正な比較ができるよう工程ごとの

費用明細がわかる形での見積書の提示も求められたい。 

 

２ こども本の森構想推進室 

所管事務は、こども本の森構想推進に関することである。 

○こども本の森構想推進事業費 

〔指摘事項〕 

 特になし 

 〔意見・要望〕 

「こども本の森遠野」の開設に向けて着実に準備を進めている様子がうかがわれた。 

未来を担う子ども達のために、まさにオール遠野で取組むべき事業として、全ての部署ある

いは団体等が限られた期間の中で早急に課題解決を図る必要があると思われた。 

この機会に本市観光事業所管部署、関係団体等においても遠野郷の魅力発信のための積極的

な活動が展開されることを期待する。 
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３ 総務課 

所管事務は、職員の進退及び身分に関すること、議会及び行政一般に関すること、条例、規

則及び規程に関すること、文書その他他課等の主管に属さないこと等である。 

○総務一般事務費（行政事務包括業務について） 

〔指摘事項〕 

 特になし 

 〔意見・要望〕 

  地方公務員法及び地方自治法が改正され、昨年度までの臨時的任用職員や一部の非常勤の特

別職員については、本年度から会計年度任用職員制度が適用されることとなった。 

本市では、これを契機に定型事務の民間委託により行政運営の効率化を図るべく、行政事務

包括業務委託方式を導入したが、各従事者の休暇取得に際する人員補充等については業務委託

先が責任をもって補完・調整されるなど、導入初年度としての諸課題を検証しながら着実な推

進が図られていた。 

コロナ禍が生じ、これまで以上の規模、内容、スピードで行政のスリム化が求められる状況

下にあって、行政サービス改革を推進するための一つの手法として適切な事業と認めた。 

 

４ 議会事務局 

所管事務は、議会例規の制定及び改廃に関すること、議員の進退及び身分に関すること、議

員の議員報酬及び費用弁償等に関すること、議員共済会及び公務災害補償に関すること、本会

議及び委員会、議会運営委員会並びに議員全員協議会に関すること、議案、請願(陳情)、発議

案その他会議に付する文書の取扱いに関すること、委員会の調査及び公聴会に関すること、会

議録及び委員会記録の作成に関すること、議会広報の編集及び発行に関すること等である。 

○議会一般事務費（遠野市議会報「遠野議会だより」作成業務について） 

〔指摘事項〕 

  特になし 

 〔意見・要望〕 

  「遠野議会だより」については、指名型コンペ方式により業者選定が行われ、編集に携わる

広聴広報常任委員会に所属する６名をはじめとする市議会議員の「市民により身近でわかりや

すい内容のものを届ける」強い思いを反映して、写真の多用や項目・内容ごとに色調を変える

等、工夫を凝らした誌面づくりがなされていた。 

  なお、市民にとって更に親しみやすくわかりやすい「遠野議会だより」づくりを目指すため

に、コンペ方式の採用にあたっては、発注者の意向をより正確にコンペ参加者に伝えるために、

オリエンテーションのあり方を再検討されたい。 

 

５ 管財担当 

所管事務は、市有財産の管理に関すること、公用車の管理の総括に関すること、市立学校の

管理に関すること、スクールバスの管理に関すること、市営建設工事等の入札及び契約に関す

ること等である。 
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○小学校管理費（附馬牛小学校屋内プール防水改修工事について） 

〔指摘事項〕 

 特になし 

 〔意見・要望〕 

  経年劣化が原因と思われる漏水解消のためのプール防水工事が、過去の同様の工事実績を今

計画に反映させるなどして適切に行われていた。 

市内各校のプールは計画的に修理が行われており、子ども達が安全に安心して体育活動に励

むことができる環境整備と利用機会の公平化を図る事業であると認めた。 

 

６ 宮守総合支所 

所管事務は、宮守総合支所の施設及び支所に属する公用車の管理に関すること、現金の出納

及び保管に関すること、宮守町の地域活動への支援に関すること、みやもりふるさと会に関す

ること、宮守地域活性化センター及び周辺の活性化に関すること等である。 

○宮守まちなか再生事業費（繰越明許費分） 

〔指摘事項〕 

特になし 

 〔意見・要望〕 

  本事業は、当初平成 30 年度で終了する計画が一部計画変更により令和２年度まで延長され

たものであり、今年度に宮守駅前等の観光案内板が完工する。 

加えて本年７月には（一社）夜景観光コンベンション・ビューローによる「めがね橋の日本

夜景遺産への認定」がなされ、本市西の玄関口としての環境・条件は更に整った。 

コロナ禍の厳しい状況下ではあるが、マイクロツーリズムの見直し機運が高まる中での貴重

な追い風要素を地域振興策にしっかり組み込んで、地域住民と協力して宮守まちなか再生の最

終目標追求にあたられたい。 

 

７ 小中学校 (遠野小学校、附馬牛小学校、土淵小学校、青笹小学校、上郷小学校、遠野中学校

及び遠野東中学校)  

○備品購入について 

〔指摘事項〕 

特になし 

 〔意見・要望〕 

校内における「新しい日常」への対応と、生徒の学習環境整備につながる備品購入が適切に

なされ、購入に係る予算執行及び事務執行についても、おおむね適正であると認めた。 

全教職員に対し同時に購入した物品の紹介を行うとともに、その使用方法について多角的に

検討する機会を設ける等、事業効果を高める工夫を行っている学校もあり、その取組みは、大

いに評価できる。 

○メディア依存防止対策の取組状況について 

〔指摘事項〕 
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特になし 

 〔意見・要望〕 

  ほとんどの学校では、遠野市 PTA 連合会が昨年度実施したアンケート調査の集約結果を基

に、外部講師による講習会の開催やメディア利用をしない日を設ける等各学校独自の対策を講

じていた。 

情報通信機器の利用頻度及び重要度は高まるばかりであることから、児童生徒が適切な使用

方法を身に付けることができるよう、引続き家庭と学校が緊密な連携を図った対策に取組まれ

たい。 

 

 

【共通事項】 

１ 各課等で該当する分担金、負担金、使用料、手数料及び諸収入 

  おおむね適正に事務処理されているものと認めた。 

２ 現金等の保管状況（通帳） 

  今回監査対象のうち学校を除いた 23 課等における、令和２年９月 30 日現在で本市に帰属す

る通帳及び関係団体等からの預託により保管している通帳は、19 課等で 84 冊（今回監査対象

の前年度監査以降の新規契約４冊・解約等６冊）であり、全通帳の合計預金残高は 97,645,641

円となっており、そのうち通帳残高が 1,000 千円を超えるものは 11 冊（会計課保管分を除く）

であった。 

詳細は下表のとおりであるが、預金通帳を多く保管している課等は、松崎地区センターで 10

冊、次いで遠野地区センターで９冊であり、預金残高が最も多い課等は松崎地区センターで

4,892,215 円であった。 

(単位：冊・円) 

No 課  名  等 通帳冊数 預 金 残 高 

１ 会計課 
７ 

（５） 

６７，４４９，８５１

（６６，５８５，８５１）

２ 政策担当 ２ ２１８，２６１

３ 総務課 ２ １，７２５，０７２

４ 管財担当 １ ７０，０００

５ 選挙管理委員会事務局 １ ０

６ 農業委員会事務局 ３ ３２３，１２１

７ 議会事務局 ３ １３６，２４５

８ 学校給食センター １ ０

９ 宮守総合支所 ４ ５７３，７４７

10 遠野地区センター ９ ２，７０８，５４３

11 綾織地区センター ７ ３，１２９，５２４

12 小友地区センター ８ ２，８０４，００３

13 附馬牛地区センター ７ ３，５８０，５８９
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14 松崎地区センター １０ ４，８９２，２１５

15 青笹地区センター ４ ２，５５０，７５９

16 上郷地区センター ３ ２，１０６，９８２

17 宮守地区センター ８ ２，４１５，０１７

18 達曽部地区センター １ １，４２３，０１６

19 鱒沢地区センター ３ １，５３８，６９６

合計 

総合計 ８４ ９７，６４５，６４１

 うち流動的預金 ７９ ３１，０５９，７９０

うち非流動的預金 ５ ６６，５８５，８５１

   ※括弧内の数字は、積立金、預託金等の非流動的預金に類するものである。 

３ 郵便切手類の保管及び受払  

  おおむね適正に保管等されているものと認めた。 

４ 物品の管理及び出納 

物品の管理及び出納については、備品管理一覧表に基づき令和元年度及び令和２年９月 30

日までに備品購入のあったもののうち１課１品を選択して、購入手続き書類、支出伝票書類等

を確認した結果、おおむね適正に管理等されているものと認めた。 

５ 車両の運行管理 

  おおむね適正に管理されているものと認めた。 

  また、管財担当の監査において、平成 29 年３月 12 日の改正道路交通法施行に伴う免許区分

の変更で、普通免許の取得時期により運転できる自動車の範囲が異なることを職員へ周知す

ることの口頭指導をしたところ、直ちに全職員向けに注意喚起が行われたことは評価できる。 
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